
加工食品の表示に関する調査会 
中間報告 

1 

平成26年３月26日 
加工食品の表示に関する調査会 

資料１ 



１－１ 「表示責任を有する者」について（現行のＪＡＳ法に基づく表示について） 
 

１－２ 実際に製造や加工を行う場所について（現行の食品衛生法に基づく表示について） 
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検討課題１ 表示責任を有する者等の整理について 

検討課題２ 食品表示基準における加工食品の表示方法等の作成方針について 

検討課題３ ＪＡＳ法に基づく加工食品における個別品質表示基準に統合について   
    （農産加工品、飲料関係） 

２－１ 食品表示基準における加工食品の表示方法等の策定方針 
 

２－２ 食品表示基準における加工食品の論点 

３－１ 統合におけるポイント 

検討課題４ 個別品質表示基準の統合等について 

検討課題５ 食品表示基準における販売形態ごとの適用範囲について 

４－１ ＪＡＳ法関係の表示事項について 
 

４－２ 食品衛生法関係の表示事項について 

検討課題６ レイアウト、文字の大きさの検討 
検討課題７ アレルギー表示（代替表記等の見直し、表示方法（個別表示、一括表示など）の整理） 
検討課題８ 加工食品関係の用語の統一 等 

＜今後の検討課題＞ 



検討課題１：表示責任を有する者等の整理について 

○消費者庁提案の新基準（案）  
 
「表示内容に責任を有する者」の表示の方法としては、欄名に現行のＪＡＳ法に規定されている 
「製造者」「加工者」「販売者」「輸入者」以外に「表示責任者」と記載することも可能とする。 

＜資料２ １１頁＞ 

１－１ 「表示責任を有する者」について 
     （現行のＪＡＳ法に基づく表示について） 

○調査会で出された主な意見（詳細は議事録参照） 
 
・ 「表示責任者」という新しい用語は使用すべきではない。 
・「製造者」「加工者」の定義を明確にすべきである。 
 

考え方：資料２（９～１１頁） 
背  景：資料２（８頁） 
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継続審議（第２回調査会にて修正提案） 

第１回（平成２５年１２月２５日） 



検討課題１：表示責任を有する者等の整理について＜第１回からの継続審議事項＞ 

○消費者庁提案の新基準（修正案） 
 
現行のＪＡＳ法と同様に表示責任者の欄には、それぞれの業態に合わせ、「製造者」、「加工者」、
「販売者」又は「輸入者」と表示することとする。   ＜資料２ １１頁＞  
用語は以下のとおり整理する。    
 ・製造者：実際に食品を製造した者 
 ・加工者：実際に食品を加工（調整及び選別を含む。）した者 
 ・輸入者：実際に食品の輸入の届出をした者（当該輸入食品の詳細を把握し、その内容に   
       ついて、責任を負う者）                           ＜資料２ １６頁＞ 

○調査会でとりまとめた方向性 
 
消費者庁の提案内容が概ね支持された。 

１－１ 「表示責任を有する者」について 
     （現行のＪＡＳ法に基づく表示について） 

○補足意見（詳細は議事録参照） 
・トレースできる体制を整えるべきである。 
・事業者名が複数表示されていると分かりづらい。／商品によって複数表示も必要である。 
・「製造」「加工」の定義を明確にすべきである。 
・Ｑ＆Ａの整理が必要である。 
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第２回（平成２６年１月２３日） 

考え方：資料２（１０～１１頁） 



検討課題１：表示責任を有する者等の整理について 

○消費者庁提案の新基準（案） 

「実際に製造や加工を行う場所」を表すのに、「食品工場等」という用語を使用することとする。 

なお、輸入品にあっては欄名を「輸入者営業所」「輸入元」等輸入した者の営業所所在地であること
がわかる用語を使用することとする。   ＜資料２ １８頁＞ 

１－２ 実際に製造や加工を行う場所について 
     （現行の食品衛生法に基づく表示について） 考え方：資料２（１８頁） 
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○調査会で出された主な意見（詳細は議事録参照） 
 
・「食品工場等」と書いて全てを含むことになると、消費者にはよくわからない。 
・「食品工場等」はわかりにくく、英語にはない用語である。 
・製造所固有記号と併せて議論すべきである。 
 
 継続審議（第２回調査会にて修正提案） 

第１回（平成２５年１２月２５日） 

背  景：資料２（１８頁） 



検討課題１：表示責任を有する者等の整理について＜第１回からの継続審議事項＞ 

○消費者庁提案の新基準（修正案） 

欄名には、最終的な衛生状態の変化が生じた製造や加工を行う場所であるということが分かるよう

にするため、「製造所」、「加工所」（輸入の場合は「輸入元」又は輸入者の営業所所在地であること

が分かる語）と記載することとする。   ＜資料２ ２０頁＞ 

用語は以下のとおり整理する。 

 ・製造所：食品が製造された場所 

 ・加工所：食品が加工（調整及び選別を含む。）された場所 

 ・輸入者の営業所所在地：輸入の届出をした者の営業所がある場所   ＜資料２ １６頁＞ 

１－２ 実際に製造や加工を行う場所について 
     （現行の食品衛生法に基づく表示について） 考え方：資料２（２０～２１頁） 
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○調査会で出された主な意見（詳細は議事録参照） 
 
・製造所固有記号と併せて議論すべきである。 
 

継続審議 

第２回（平成２６年１月２３日） 
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○調査会でとりまとめた方向性 
 

消費者庁の提案内容が支持された。 

第１回（平成２５年１２月２５日） 
第２回（平成２６年１月２３日） 

○消費者庁提案の新基準（案）    ＜資料３－１ ４頁＞ 
次頁のイメージ（資料３－１ ２頁より引用）とする。なお、横断的事項、個別的事項の考え方は下記
のとおりとする。 
 横断的事項に整理するもの 

原則として、加工食品全般に義務付けるもの 
〔名称、保存の方法、消費期限又は賞味期限、原材料名、 
 添加物に関する事項、栄養成分の量及び熱量、 
 内容量、食品関連事業者の氏名又は名称及び住所 等〕 

横断的事項であって、個別の食品に表示の方法の
規定を設けているもの 
〔名称、原材料名、内容量 等〕 

加工食品のうち、一定の要件を満たした食品に義務
付けるもの 
〔アレルゲン、原産国名、原料原産地名、遺伝子組換え食品 

等〕 

個別的事項に整理するもの 

現行のＪＡＳ法に基づく個別の品質表示基準で個別の
食品に限定して義務付けるもの 
〔皮の率、衣の率、形状、粒の大きさ、豆乳の用語、 
 合成酢である旨、使用上の注意、加熱調理の必要性、  
 濃縮トマト還元、もどし原料使用、加糖 等〕 

現行の食品衛生法の表示基準府令、食品衛生法の乳
等表示基準府令で個別の食品に限定して義務付ける
もの 
〔加熱の必要性の有無（冷凍食品、ゆでがに）、殺菌 
 又は除菌を行っていない旨（ミネラルウォーター類）、 
 殺菌した乳酸菌飲料である旨、乳製品である旨 等〕 

○補足意見（詳細は議事録参照） 
・他法令やＱ＆Ａとの整理をする必要がある。 

検討課題２：食品表示基準における加工食品の表示方法等の作成方針について 

２－１ 食品表示基準における加工食品の表示方法等の策定方針 
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（参考） 第２回 資料３－１ ２頁より 



検討課題２：食品表示基準における加工食品の表示方法等の作成方針について 

○消費者庁提案の新基準（案）   
 
２－２－１ 加工食品の用語の定義について 
 

２－２－２ 加工食品の義務表示事項について 
 

２－２－３ 加工食品の表示方法について 
 

 ・加工食品の名称の表示方法について 
 

 ・加工食品の原材料名等の表示方法について 
 

 ・加工食品の内容量の表示方法について 
 

 ・加工食品の期限表示、保存方法、その他の表示方法について 
 

２－２－４ 加工食品の表示禁止事項について                   ＜資料３－１ ９頁＞ 
 

○調査会でとりまとめた方向性 
 
消費者庁の提案内容が支持された。 ＜詳細は１０～１２頁参照＞ 

２－２ 食品表示基準における加工食品の論点 
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第１回（平成２５年１２月２５日） 



検討課題２：食品表示基準における加工食品の表示方法等の作成方針について 

○消費者庁提案の新基準（案） 
 

・３法に基づく食品表示基準全体に係る用語の定義及び食品の区分に関する用語の定義は食品表
示基準の「総則（第１章）」に規定 
・現行のＪＡＳ法に基づく個別の品質表示基準に規定されている用語の定義は原則として「加工食
品の表示基準（第２章）」の個別的事項に規定               ＜資料３－１ １０～１１頁＞ 

２－２－１ 加工食品の用語の定義について 
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第１回（平成２５年１２月２５日） 

２－２－２ 加工食品の義務表示事項について 

○消費者庁提案の新基準（案） 
 

・３法の表示基準に規定されている表示事項のうち、品目共通のものについては「加工食品の表示
基準（第２章）」の横断的事項に規定 
・３法の表示基準に規定されている表示事項のうち、義務表示の範囲が一部に限られているものに
ついては、「加工食品の表示基準（第２章）」の個別的事項に規定   ＜資料３－１ １２～１３頁＞ 

○補足意見（詳細は議事録参照） 
・現行の表示事項のままではなく、必要に応じて整理すべきである。 

○調査会でとりまとめた方向性：消費者庁の提案内容が支持された。 



検討課題２：食品表示基準における加工食品の表示方法等の作成方針について 

○消費者庁提案の新基準（案） 
 
・３法の表示基準に規定されている表示方法のうち、品目共通のものについては「加工食品の表示
基準（第２章）」の横断的事項として規定 
 

・現行のＪＡＳ法に基づく個別の品質表示基準に規定されている表示方法のうち、統一できるものに
ついては、原則として共通ルールとしたうえで、「加工食品の表示基準（第２章）」の横断的事項とし
て規定 
 

・ただし、加工食品の表示基準の横断的事項として統一できないものについては「加工食品の表示
基準（第２章）」の個別的事項に規定 
 

・添加物の表示等については横断的事項とし、原料原産地表示、遺伝子組換え食品に関する表示
等については「加工食品の表示基準（第２章）」の個別的事項として規定   
 
  

 

＜資料３－１ １４～２２頁＞ 

２－２－３ 加工食品の表示方法について 
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○補足意見（詳細は議事録参照） 
・Ｑ＆Ａで当たり前になっているルールは基準に入れるべきである。 
 

第１回（平成２５年１２月２５日） 

○調査会でとりまとめた方向性：消費者庁の提案内容が支持された。 

⇒ただし、第２回調査会にて、原料原産地表示、遺伝子組換え食品に関する表示等については 
  横断的事項として規定すると修正提案された。＜７頁参照＞ 



検討課題２：食品表示基準における加工食品の表示方法等の作成方針について 

○消費者庁提案の新基準（案） 
 
・現行のＪＡＳ法に基づく加工食品品質表示基準第６条及び遺伝子組換え食品品質表示基準第５条
の表示禁止事項は、「加工食品の表示基準（第２章）」の横断的事項に規定 
 

・現行の個別の品質表示基準に規定されている表示禁止事項で、統一ルールにできるものについ
ては、原則として共通ルールとしたうえで、「加工食品の表示基準（第２章）」の横断的事項として規
定 
 

・ただし、横断的事項として統一できないもの、食品衛生法第１９条第１項の規定に基づく内閣府令
に規定するものについては、「加工食品の表示基準（第２章）」の個別的事項に規定 
 

＜資料３－１ ２３～２４頁＞ 

２－２－４ 加工食品の表示禁止事項について 

12 

○補足意見（詳細は議事録参照） 
・公正競争規約等に規定されている禁止事項も検討すべきである。 

第１回（平成２５年１２月２５日） 

○調査会でとりまとめた方向性：消費者庁の提案内容が支持された。 



○消費者庁提案の新基準（案） 
 
３－１－１ 個別品質表示基準の定義について   ＜資料３－２ ４頁＞ 
 

 現行、個別の品質表示基準において規定されている定義については、横断的事項に規定する。 
 
３－１－２ 個別品質表示基準の義務表示事項について   ＜資料３－２ ５頁＞ 
 

 現行、個別の品質表示基準において規定されている義務表示事項については、品目毎に個別的 
 事項として規定する。 
 
３－１－３ 個別品質表示基準の表示の方法について   ＜資料３－２ ６～８頁＞ 
 

 現行、個別の品質表示基準において規定されている表示の方法のうち、加工食品品質表示基準 
 と重複する表示事項（名称、原材料名、内容量等）に係る表示の方法は、横断的事項に係るもの 
 として規定する。一方、加工食品品質表示基準と重複しない表示事項（形状、大きさ等）に係る表 
 示の方法は、個別的事項に係るものとして規定する。 
 

３－１ 統合におけるポイント（農産加工品、飲料関係） 
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検討課題３：ＪＡＳ法に基づく加工食品における個別品質表示基準の統合について 
        （農産加工品、飲料関係） 

（次頁につづく） 

第２回（平成２６年１月２３日） 
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（前頁からのつづき） 

 
３－１－４ 個別品質表示基準の一括表示枠外のその他の表示事項について ＜資料３－２ ９頁＞ 
  

 現行、品目ごとに定められている一括表示枠外のその他の表示事項については、新基準に 
 おいて品目ごとに個別的事項として規定する。  
 
３－１－５ 個別品質表示基準の表示禁止事項について   ＜資料３－２ １０～１１頁＞ 
 

 現行、品目ごとに定められている表示禁止事項については、新基準において品目ごとに 
 個別的事項として規定する。 

○調査会で出された主な意見（詳細は議事録参照） 
 
・個別として残す理由は明確にすべきである。 
・整理できるところは整理して消費者にわかりやすいものとしてほしい。 
・事前準備をした上で事業者等関係者からのヒアリングの場を設けてほしい。 

継続審議（第３回調査会にて議題４として修正提案） 



検討課題４：個別品質表示基準の統合等について＜第２回からの継続審議事項＞ 

○消費者庁提案の新基準（案）   
 
 
 
４－１－１ 個別品質表示基準の定義の統合について 
 

４－１－２ 個別品質表示基準の義務表示事項について 
 

４－１－３ 個別品質表示基準の表示の方法の統合について（第４回調査会にて審議） 
 

４－１－４ 個別品質表示基準の一括表示枠外のその他の表示事項について 
 

４－１－５ 個別品質表示基準の表示禁止事項の統合について 
＜資料１ ６頁＞ 

 

○調査会でとりまとめた方向性 
 
消費者庁の提案内容が概ね支持された。  ＜詳細は１６～１９頁＞ 
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第３回（平成２６年２月２８日） 

品目ごとに区切る（第２回調査会提案）とわかりにくいことから、論点ごとの議論とする 

４－１ ＪＡＳ法関係の表示事項について 



○消費者庁提案の新基準（案） 
 

・基本的には、次の（１）及び（２）のように整理する。 
  （１） 用語の意味は、原則、変更しない。 
  （２） 名称、形状、大きさ等はそれぞれ別にまとめる。 
      ・名称：品目ごとに用語の定義を一覧にまとめる。 
      ・形状：品目ごとに用語の定義を一覧にまとめる。 
      ・大きさ：「品目」又は「品目及び形状」ごとに用語の定義を一覧にまとめる。 
 
・次の場合には、定義を修正又は新たに規定しないこととする。 
  ①現行定められている名称の定義の範囲が、その品目の実態に合わないもの 
   ＜対象品目＞マカロニ類 
  ②統合に当たり表示方法等について横断ルールを適用することにより、あえて定義の存置が 
    必要でないもの 
   ＜対象品目＞めん類等用つゆ                         ＜資料１ ８～１０頁＞ 

４－１－１ 個別品質表示基準の定義の統合について 
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第３回（平成２６年２月２８日） 

○補足意見（詳細は議事録参照） 
・現状と実態が合っていないものが他にもないか精査すべきである。 

検討課題４：個別品質表示基準の統合等について＜第２回からの継続審議事項＞ 

背景：資料１（７頁） 

○調査会でとりまとめた方向性：消費者庁の提案内容が概ね支持された。 
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第３回（平成２６年２月２８日） 

４－１－２ 個別品質表示基準の義務表示事項について 

○消費者庁提案の新基準（案） 
 

・具体的には、次の（１）及び（２）のように整理する。 
  （１） 品目別に定められた義務表示事項は、新基準でも基本的にそのまま採用する。 
  （２） その場合、商品ごとに基準を検索しやすくするために、品目ごとに整理する。 

＜資料１ １２頁＞ 

○補足意見（詳細は議事録参照） 
・品目ごとが見やすい。／表示事項ごとに考えるほうがよい。／どちらも一長一短である。 
・Ｑ＆Ａでの補足が必要である。 
・現状と齟齬があるところは見直してほしい。 

検討課題４：個別品質表示基準の統合等について＜第２回からの継続審議事項＞ 

背景：資料１（１１頁） 

４－１－４ 個別品質表示基準の一括表示枠外のその他の表示事項について 

○消費者庁提案の新基準（案） 
 

・消費者の選択等の際に有用な表示であると考えられることから、新基準においても品目ごとに 
 そのまま採用する。                                    ＜資料１ １５頁＞ 

背景：資料１（１４頁） 

○調査会でとりまとめた方向性：消費者庁の提案内容が概ね支持された。 
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第３回（平成２６年２月２８日） 

４－１－５ 個別品質表示基準の表示禁止事項の統合について 

○消費者庁提案の新基準（案）     ＜資料１ １９～２３頁＞   
 

・現行、品目ごとに定められている表示禁止事項のうち、加工食品全般に係るものについては、 
 一般的な表示禁止事項として採用し、商品特性を考慮すべきものは、可能な限り品目をまとめた 
 上で、個別の事項として定める。なお、品目独自のものは、品目ごとに個別の事項として定める。 
 

検討課題４：個別品質表示基準の統合等について＜第２回からの継続審議事項＞ 

背景：資料１（１７～１８頁） 

品目等 表示禁止事項 

加工食品 
全般 

○義務表示事項及び表示の方法の規定により表示すべき事項の内容と矛盾する用語 
○産地名を示す表示であって、産地名の意味を誤認させるような表示 
○その他内容物を誤認させるような文字、絵、写真その他の表示 
○屋根型紙パック容器の上端の一部を一箇所切り欠いた表示 

○等級がある日本農林規格で規定する格付け対象品目で、格付けが行われないものへの等級の表示 

品目を 
まとめるもの 

○「生」、「フレッシュ」その他新鮮であることを示す用語 
○「天然」、「自然」、「純正」等の用語 
○でん粉等のつなぎを使用したものについて、原材料の全てが食肉であるかのように誤認させる用語 
○魚肉、臓器及び可食部分又は肉様の組織を有する植物性たん白等を使用したものについて、原材料の全てが
食肉等であるかのように誤認させる用語 
○品評会等で受賞したものであるかのように誤認させる用語、官公庁が推奨しているかのように誤認させる用語 

品目ごと ○原材料の一部を強調する用語 
○特定の品目に限られる用語 

（次頁につづく） 
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（前頁からのつづき） 

 
・以下の表示禁止事項については、現状にそぐわないため削除する。 
 
 
 
 
 
 
 
 

○調査会で出された主な意見（詳細は議事録参照） 
 
・表示禁止事項は多くないため、品目にまたがるものはまとめて整理すべき。／品目をまとめると 
 わかりにくい。 
 

品目名 変更内容 

即席めん 
調理冷凍食品 

「中華めん」の用語を削除 

マカロニ類 「即席」の用語を削除 
※削除理由 
第３回資料１ ２３頁参照 

○調査会でとりまとめた方向性：消費者庁の提案内容が概ね支持された。 



検討課題４：個別品質表示基準の統合等について＜第２回からの継続審議事項＞ 

○消費者庁提案の新基準（案）   
 
食品表示基準においては、現行の内閣府令（※）で規定されている表示事項について、対象食品が、
「生鮮食品」と「加工食品」のどちらの区分に整理されたとしても、横断的事項以外の表示について
は、個別的事項で表示させることとする。 
 
 ※ 「食品衛生法第19条第１項の規定に基づく内閣府令」（表示基準府令）及び 
   「食品衛生法第19条第１項の規定に基づく乳及び乳製品並びにこれらを主要原料とする 
    食品の表示の基準に関する内閣府令」（乳等表示基準府令） 
 

＜資料１ ２５頁＞ 
 

○調査会でとりまとめた方向性 
 
消費者庁の提案内容が支持された。 
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第３回（平成２６年２月２８日） 

４－２ 食品衛生法関係の表示事項について 
背景：資料１（２５頁） 
考え方：資料１（２５～２６頁） 



検討課題５：食品表示基準における販売形態ごとの適用範囲について 

○消費者庁提案の新基準（案） 
 
販売形態ごとに適用対象にするかどうかの検討に当たっては、以下の２点を勘案することとする。 
（１）食品表示以外の手段による情報取得の可能性 
（２）事業者の実行可能性                                  ＜資料２ ９頁＞ 
 
 

食品表示基準における販売形態ごとの適用範囲について 
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第３回（平成２６年２月２８日） 

考え方：資料２（９頁） 
背  景：資料２（５～７頁） 

①容器包装され、製造場
所以外で販売される場合 

②容器包装され、製造場
所で直接販売される場合 

③あらかじめ容器包装さ
れず、販売される場合
（注文に応じて容器に詰
められるものを含む。） 

④設備を設けてその場で
飲食させる場合 

○ ● ×（注１） ×（注１） 

（次頁につづく） 

【加工食品】 

凡例：○は適用対象、●は適用対象だが、食品を摂取する際の安全性のための表示についてのみ義務表示とするもの、   
    ×は適用対象外 
注１：生食用牛肉のリスク表示についてのみ適用対象とする。 

※②～④の食品の用に供する業務用食品については、引き続き、安全性の確保に関する情報（食品衛生法 
  由来の情報）のみを表示義務事項とする。 

＜資料２ ２２頁＞ 
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（前頁からのつづき） 

○補足意見（詳細は議事録参照） 
 
・個別の事例について、整理が必要である。 
・情報伝達がされていなければ、消費者に聞かれても答え切れない。 

○調査会でとりまとめた方向性 
 
消費者庁の提案内容が概ね支持された。 

生産場所以外で販売される場合 生産場所で直接販売される場合 ㋔設備を設けて 
     その場で飲食 
     させる場合 ㋐容器包装なし ㋑容器包装あり ㋒容器包装なし ㋓容器包装あり 

● ○ ×（注１） ● ×（注１） 

【生鮮食品】 

凡例：○は適用対象、●は適用対象だが、義務表示とする表示を限定するもの（義務表示事項：㋐は自主的かつ合理的な食品  
    選択に関する表示事項、㋓は食品を摂取する際の安全性に関する表示事項）、×は適用対象外 
注１：生食用牛肉のリスク表示についてのみ適用対象とする。 

＜資料２ ２２頁＞ 


